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(57)【要約】
【課題】本発明は、長期間にわたる過酷な自然環境に耐
え得る、耐熱性、耐候性、耐加水分解性、防湿性、軽量
性等の諸特性に優れ、水蒸気（水分）や酸素等の侵入を
防止するガスバリア性を著しく向上させ、電力出力特性
を長期にわたり維持することが可能な耐久性を有し、か
つ、安価な太陽電池モジュール用裏面保護シートを提供
することを目的とする。
【解決手段】フィルム基材の片面に無機化合物からなる
蒸着層を有するガスバリア性フィルム（Iａ）と、フィ
ルム基材の片面に無機化合物からなる蒸着層を有し、そ
の蒸着層が、前記ガスバリア性フィルム(Iａ)の2倍以上
の蒸着厚みを有するガスバリアフィルム（II）とを順次
積層し、前述の（Iａ）のガスバリア性フィルムが、太
陽電池素子側（８）に配置されていることを特徴とする
ものである。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
フィルム基材の片面に無機化合物からなる蒸着層を有するガスバリア性フィルム（Ｉ）と
、フィルム基材の片面に無機化合物からなる蒸着層を有し、その蒸着層が前記ガスバリア
性フィルム（Ｉ）の2倍以上の蒸着厚みを有するガスバリアフィルム（II）とを順次積層
し、前記ガスバリア性フィルム（Ｉ）が、太陽電池素子側に配置されることを特徴とする
太陽電池モジュール用裏面保護シート。
【請求項２】
前記ガスバリア性フィルム（II）の最外層側に耐候性フィルムが積層されていることを特
徴とする請求項１に記載の太陽電池モジュール用裏面保護シート。
【請求項３】
前記ガスバリア性フィルム（Ｉ）、又は／及びガスバリア性フィルム（II）のフィルム基
材がポリエチレンテレフタレートからなることを特徴とする請求項１又は２記載の太陽電
池モジュール用裏面保護シート。
【請求項４】
前記無機化合物が酸化珪素からなることを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の
太陽電池モジュール用裏面保護シート。
【請求項５】
前記蒸着層の上に、水酸基含有高分子化合物と金属アルコキシドとシランカップリング剤
及び／またはそれらの加水分解物の少なくとも１種類以上を含む複合被膜層を積層するこ
と特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の太陽電池モジュール用裏面保護シート。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、太陽電池モジュール用裏面保護シートに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、クリーンなエネルギー源である太陽光発電に対する期待が高まっている。太陽光
発電を行う太陽電池モジュールは、一般的に太陽光が当たる面をガラスで覆い、太陽電池
内の太陽電池モジュールの固定および保護、電気絶縁の目的でエチレン－ビニルアセテー
ト共重合体（ＥＶＡ）やアイオノマー等の熱可塑性プラスチックらなる充填材で間隙を埋
め、さらに太陽電池モジュール裏面を封止用シートで保護された構成からなっている。こ
れらの太陽電池モジュールは、屋外で使用されるため、その構成、材質構造などにおいて
、長期間にわたる過酷な自然環境に耐え得る、耐熱性、耐候性、耐加水分解性、防湿性等
の耐久性が要求されると共に、裏面保護シートには外部からの水蒸気(水分)や酸素の進入
を遮断するためのガスバリア性が要求される。これは水蒸気(水分)の透過により充填材が
剥離や、変色、配線の腐蝕を起こした場合、モジュールの出力そのものに影響を及ぼす恐
れがあるためである。
【０００３】
　太陽電池モジュールは、２０～３０年間の製品保証を行う必要があることからその製品
性能を過酷条件下で保存した耐久試験を実施する。過酷条件は８５℃－８５％相対湿度下
に２０００～３０００時間保存や、ＰＣＴ評価（加圧蒸気による促進試験）で１０５℃－
１００％相対湿度下に１００時間保存後に性能評価を行うものである。これらの試験後、
太陽電池裏面封止シートがデラミネーションに伴う外観不良やガスバリア性能の低下を起
こすと、太陽電池モジュールの出力低下が起こる。
【０００４】
　この問題を解決するために、特許文献１に記載されるような、太陽電池裏面保護シート
にガスバリアフィルムを用いたものが提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００５】
【特許文献１】特開２００９－２００３８５号公報
【０００６】
　太陽電池モジュールに使用されるセルが単結晶や多結晶シリコンからなる結晶系太陽電
池では、耐湿性が高いため、上述で提案されたガスバリアフィルムを用いた太陽電池裏面
保護シートで長期間の性能保証が可能である。しかしアモルファスシリコンや微結晶シリ
コン薄膜からなる薄膜系太陽電池や、化合物系や有機物系などの太陽電池は、モジュール
の構造上、水分や酸素の影響を受けやすく、また有機物系太陽電池では、太陽電池を構成
する成分の気散を防止するため、裏面保護シートには、高いガスバリア性が要求される。
上述で提案されたガスバリアフィルムのバリア性能では十分ではなく、長期間の性能保証
するめの虐待試験で太陽電池の性能の劣化を引き起こす。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
本発明は、長期間にわたる過酷な自然環境に耐え得る、耐熱性、耐候性、耐加水分解性、
防湿性、軽量性等の諸特性に優れ、水蒸気（水分）や酸素等の侵入を防止するガスバリア
性を著しく向上させ、高温・高湿環境下でのガスバリア性能および太陽電池としての電力
出力特性を長期にわたり維持することが可能な耐久性を有する太陽電池モジュール用裏面
保護シートである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
上記の課題を解決するために、本発明者が発明したシートは、
フィルム基材の片面に無機化合物からなる蒸着層を有するガスバリア性フィルム（Ｉ）と
、前記ガスバリア性フィルムの蒸着層の厚みが2倍以上のガスバリアフィルム（II）とを
順次積層し、前述の（Ｉ）のガスバリア性フィルムが、太陽電池素子側に配置されている
ことを特徴とする太陽電池モジュール用裏面保護シートである。
【０００９】
請求項２に係る発明は、前記ガスバリア性フィルム（II）の最外層側に耐候性フィルムが
積層されていることを特徴とする請求項１に記載の太陽電池裏面保護シートである。
【００１０】
請求項３に係る発明は、前記ガスバリア性フィルムのフィルム基材がポリエチレンテレフ
タレートからなることを特徴とする請求項１乃至２のいずれかに記載の太陽電池モジュー
ル用裏面保護シートである。
【００１１】
　請求項４に係る発明は、　前記無機化合物が酸化珪素からなることを特徴とする請求項
１乃至３のいずれかに記載の太陽電池モジュール用裏面保護シートである。 
【００１２】
　請求項５に係る発明は、　前記蒸着層の上に、水酸基含有高分子化合物と金属アルコキ
シドとシランカップリング剤及び／またはそれらの加水分解物の少なくとも１種類以上を
含む複合被膜層を積層することを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の太陽電池
モジュール用裏面保護シートである。 
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の太陽電池モジュール用裏面保護シートは高温高湿環境下の促進評価試験条件に
おいてもガスバリア性や密着を保持し、太陽電池としての電気出力特性を維持した。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の太陽電池素子側に使用に用いるガスバリア性フィルム構成（Iａ）の１
実施例を示した説明図である。
【図２】本発明の大気側に使用に用いるガスバリア性フィルム構成（II）の１実施例を示
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した説明図である。ここで、蒸着層３ｂは、３ｂ≧３ａ×２の厚い蒸着層である。
【図３】本発明の太陽電池素子側に使用に用いるガスバリア性フィルム構成（Iｂ）の第
２の実施例を示した説明図である。
【図４】本発明の太陽電池素子側に使用に用いるバックシート全体のフィルム構成の１実
施例を示した説明図である。
【図５】本発明の太陽電池素子側に使用に用いるバックシート全体のフィルム構成の１実
施例を示した詳細説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明を実施するための形態について図面を参照して詳細に説明する。図１、２
、３はガスバリア性フィルム、図４、５は発明の太陽電池モジュール用裏面保護シートの
一実施形態を示す断面図である。
【００１６】
　ガスバリア性フィルムの一実施形態として図１は基材フィルム（１）の片面にアンカー
コート層（２）、無機化合物からなる蒸着層（３ａ）、複合被膜層（４）を順次積層した
ガスバリア性フィルム（Ia）である。
【００１７】
図２は、蒸着層（３ｂ）の厚みが（３ａ）の２倍以上（３ｂ　≧　(３ａ)×２）である他
は（I）と同様のガスバリア性フィルム（II）である。
【００１８】
図３は、基材フィルム（１）の片面にアンカーコート層（２）、無機化合物からなる蒸着
層（３ａ）、複合被膜層（４）、蒸着層（３ａ）、複合被膜層（４）を順次積層したガス
バリア性フィルム（Ib）である。
【００１９】
ガスバリア性フィルムを詳細に説明する。本発明で用いられるガスバリア性フィルムの基
材フィルムは、例えばポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリエチレンナフタレー
ト（ＰＥＮ）などのポリエステルフィルム、ポリエチレンやポリプロピレン等のポリオレ
フィンフィルム、ポリスチレンフィルム、６，６－ナイロンナドノポリアミドフィルム、
ポリカーボネートフィルム、ポリアクリロニトリルフィルム、ポリイミドフィルム等のエ
ンプラフィルム等が用いられ、延伸、未延伸のどちらでも良く、また機械強度や寸法安定
性を有するものが良い。これらをフィルム状に加工して用いられる。特に、これらの中で
二軸方向に任意に延伸されたフィルムを用いたフィルムで、価格面、防湿性、充填適性、
風合い、廃棄性を考慮すると、二軸延伸ポリエチレンテレフタレートフィルムが好ましい
。
【００２０】
また、長期間にわたる過酷な自然環境に耐え得るためには、ポリエステル基材は耐加水分
解性に優れたものが好ましい。ポリエステルの加水分解は末端カルボキシル基により進む
ため、耐加水分解性を向上させるには末端カルボキシルキの濃度が減少しているポリエス
テル組成物からなる必要がある。ポリエステル中の末端カルボキシル基の濃度は、ＡＮＡ
ＬＹＴＩＣＬ　ＣＨＥＭＩＳＴＲＹ第２６巻、１６１４ページに記載された方法にて測定
され、末端カルボキシ基濃度が１０当量／１０６ｇ以下ならば加水分解が起こりにくい。
ポリエステルの末端カルボキシル基を減少させるためには、エポキシ化合物やカルボジイ
ミドを混合し、反応させる方法などがある。　
【００２１】
ガスバリア性フィルムの基材フィルムには、酸化チタンの他、酸化珪素、炭酸カルシウム
、窒化珪素、クレー、タルク、カオリン（ｋａｏｌｉｎ）、ジルコニウム酸などの各種無
機粒子や架橋高分子粒子、各種金属粒子などの粒子類のほか、従来公知の抗酸化剤、金属
イオン封鎖剤、イオン交換剤、着色防止剤、耐光剤、包接化合物、帯電防止剤、各種着色
剤、ワックス類、シリコーンオイル、各種フッ素化合物が添加されていてもよい。
【００２２】



(5) JP 2012-199379 A 2012.10.18

10

20

30

40

50

上記のフィルム基材には密着性を向上させるために、例えば、プラズマ処理、コロナ放電
処理、オゾン処理、グロー放電処理その他の前処理を任意に施すことができる。 
【００２３】
フィルム基材の厚さはとくに制限を受けるものではないが、密着層、無機化合物層、複合
被膜層を形成する場合の加工性を考慮すると、実用的には３～２００μｍの範囲が好まし
い。 
【００２４】
ガスバリア性フィルムは、フィルム基材の片面に無機化合物からなる蒸着層を設ける必要
がある。
【００２５】
またフィルム基材と蒸着層との間に密着性を高め、基材表面の平滑性を向上させる目的で
アンカーコート層を設けてもよい。アンカーコート層にウレタン結合を含むものは密着性
が良好で、特にそのような二液反応化合物からなるアンカーコートを設けることが望まし
い。
【００２６】
アンカーコート層の形成方法としては、例えば、オフセット印刷法、グラビア印刷法、シ
ルクスクリーン印刷法等の周知の印刷方式や、ロールコート、ナイフエッジコート、グラ
ビアコートなどの周知の塗布方式を用いることができる。乾燥条件については、一般的に
使用される条件で構わない。また反応を促進させるために、高温のエージング室等に数日
放置することも可能である。 
【００２７】
次に、無機化合物層からなる蒸着層（３ａ、３ｂ）について詳しく説明する。無機化合物
層は、酸化アルミニウム、酸化珪素、酸化錫、酸化マグネシウム、酸化亜鉛、あるいはそ
れらの混合物などの無機化合物の蒸着膜からなり、透明性を有しかつ酸素、水蒸気等のガ
スバリア性を有する層であればよい。特に耐水性に優れる酸化珪素を用いることがより好
ましい。ただし無機化合物層の材料は、酸化珪素に限定されない。しかし、酸化珪素を主
成分の蒸着層にし、他の無機化合物が1種類以上混合した場合でも、蒸着層の主成分を酸
化珪素にすれば、耐水性・酸素、水蒸気バリア性が高く、耐久性のある構成にできる。
【００２８】
無機化合物からなる蒸着層の厚さは、用いられる無機化合物の種類・構成により最適条件
が異なるが、一般的には５～３００ｎｍの範囲内が望ましく、その値は適宜選択される。
ただし膜厚が５ｎｍ未満であると均一な膜が得られないことや膜厚が十分ではないことが
あり、ガスバリア材としての機能を十分に果たすことができない場合がある。また膜厚が
３００ｎｍを越える場合は薄膜にフレキシビリティを保持させることができず、成膜後に
折り曲げ、引っ張りなどの外的要因により、薄膜に亀裂を生じるおそれがあるので問題が
ある。生産性を加味するとより好ましいのは１０ｎｍから２００ｎｍである。
【００２９】
無機化合物層をフィルム基材上に形成する方法としては種々在り、通常の真空蒸着法によ
り形成することができる。また、その他の薄膜形成方法であるスパッタリング法やイオン
プレーティング法、プラズマ気相成長法（ＣＶＤ）などを用いることも可能である。但し
、生産性を考慮すれば、現時点では真空蒸着法が最も優れている。真空蒸着法の加熱手段
としては電子線加熱方式や抵抗加熱方式、誘導加熱方式のいずれかの方式を用いても良い
が、蒸発材料の選択性の幅広さを考慮すると電子線加熱方式を用いることがより好ましい
。
【００３０】
次いで、蒸着層の上に設ける複合被膜層（４）を説明する。複合性被膜層は、水酸基含有
高分子化合物と金属アルコキシドとシランカップリング剤及び／またはそれらの加水分解
物の少なくとも１種類以上を含む必要がある。
【００３１】
複合被膜層は、水溶性高分子と１種以上の金属アルコキシドとシランカップリング剤及び
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／またはそれらの加水分解物を含む水溶液或いは水／アルコール混合溶液を主剤とするコ
ーティング剤を用いて形成される。例えば、水溶性高分子を水系（水或いは水／アルコー
ル混合）溶媒で溶解させたものに金属アルコキシドとシランカップリング剤を直接、或い
は予め加水分解させるなど処理を行ったものを混合した溶液とする。
【００３２】
複合被膜層のコーティング剤に用いられる水溶性高分子は、ポリビニルアルコール、ポリ
ビニルピロリドン、デンプン、メチルセルロース、カルボキシメチルセルロース、アルギ
ン酸ナトリウム等が挙げられる。特にポリビニルアルコール（以下、ＰＶＡと略す）は単
体でのガスバリア性が最も優れるので好ましい。ここでいうＰＶＡは、一般にポリ酢酸ビ
ニルを鹸化して得られるものである。ＰＶＡとしては例えば、酢酸基が数十％残存してい
る、いわゆる部分鹸化ＰＶＡから酢酸基が数％しか残存していない完全ＰＶＡ等用いるこ
とができ、これ以外のものを用いても構わない。 
【００３３】
また、金属アルコキシドは、一般式、Ｍ（ＯＲ）n（Ｍ：Ｓｉ，Ｔｉ，Ａｌ，Ｚｒ等の金
属、Ｒ：ＣＨ3，Ｃ2Ｈ5等のアルキル基）で表せる化合物である。具体的にはテトラエト
キシシラン〔Ｓｉ（ＯＣ2Ｈ5）4〕、トリイソプロポキシアルミニウム〔Ａｌ（Ｏ－２’
－Ｃ3Ｈ7）3〕などがあげられ、中でもテトラエトキシシランが加水分解後、水系の溶媒
中において比較的安定であるので好ましい。 テトラエトキシシランと水溶性高分子と混
合する際に、一部または全部を加水分解して混合する。加水分解は一般的には酸またはア
ルカリの触媒を用いて、水／アルコール混合溶媒中で行うが、その他どんな加水分解方法
でもかまわない。
【００３４】
また、シランカップリング剤は一般式、Ｒ１Ｓｉ（ＯＲ2）n（Ｒ１：有機官能基、Ｒ２：
ＣＨ3，Ｃ2Ｈ5等のアルキル基）で表せる化合物である。具体的には、エチルトリメトキ
シシラン、ビニルトリメトキシシラン、γ－クロロプロピルメチルジメトキシシラン、γ
－クロロプロピルトリメトキシシラン、グリシドオキシプロピルトリメトキシシラン、γ
―メタクリロキシプロピルトリメトキシシラン、γ―メタクリロキシプロピルメチルジメ
トキシシラン、３－イソシアネートプロピルメトキシシラン、１，３，５－トリス（３－
トリメトキシシリルプロピル）イソシアヌレート等のシランカップリング剤などである。
選定するシランカップリング剤の種類によって、金属アルコキシドと同時に加水分解して
も良いし、シランカップリング剤のみで加水分解を行っても良いし、また加水分解を行わ
なくても良い。
【００３５】
コーティング剤の塗布方法としては、通常用いられるディッピング法、ロールコーティン
グ法、スクリーン印刷法、スプレー法、グラビア印刷法などの従来公知の方法を用いるこ
とが可能である。
【００３６】
複合被膜層の厚さは、コーティング剤の種類や加工機や加工条件によって最適条件が異な
り特に限定しない。但し、乾燥後の厚さが、０．０１μｍ以下の場合は、均一な塗膜が得
られなく十分なガスバリア性を得られない場合があるので好ましくない。また厚さが５０
μｍを超える場合は膜にクラックが生じ易くなるため問題となる場合がある。好ましくは
０．０１～５０μｍの範囲にあり、より好ましくは０．１～１０μｍの範囲にあることで
ある。
【００３７】
さらに複合被膜層の上に蒸着層と複合被膜層を積層させ、基材側から密着層/蒸着層/複合
性被膜層/蒸着層/複合性被膜層の順で積層させることでバリア性をさらに向上させ、ハイ
バリアが必要な用途に使用しても良い。
【００３８】
　ガスバリア性フィルム（I）の蒸着層（３ａ）とガスバリア性フィルム（II）の蒸着層
（3ｂ）の蒸着層の厚みは



(7) JP 2012-199379 A 2012.10.18

10

20

30

40

50

３ｂ　≧　（３ａ）×２
である必要があり、(I)、（II）を順次積層し、(I)が太陽電池素子側に配置させて太陽電
池モジュール用裏面保護シートを形成させる必要がある。
【００３９】
　無機化合物からなる蒸着膜のガスバリア性は、膜厚との相関は低く、１０ｎｍ～２００
ｎｍの範囲でバリア性に差はないが、膜厚は耐湿性、耐水性に依存する。膜厚が厚い方が
、耐湿性、耐水性が高く、長期間の過酷試験によるバリア劣化を遅らせることができる。
蒸着層の厚みが2倍である３ｂのガスバリア性フィルム（II）を大気側に配することで、
（II）は、太陽電池のセルではなく、（I）のガスバリア性フィルムを保護するため、高
いバリア性能を過酷な環境下でも長期間保持できる。（I）、(II)共に厚膜にすると、厚
膜化のために蒸着スヒ゜ート゛を遅くする必要があり生産性が低下する。また蒸着膜の厚
膜化により蒸着膜に亀裂が入りやすくなるため、フィルムに出来る限りテンションをかけ
ず、応力ひずみを極力生じさせないような機械の仕様や工程間の管理手順を増やす必要が
あり、さらに生産性が低下する。生産性を考慮するとガスバリア性フィルム（II）のみ蒸
着層の厚みを、（I）の２倍にした方が好ましい。
【００４０】
　またガスバリア性フィルム（Ｉ）は、複合性被膜層の上に蒸着層と複合性被膜層を積層
させ、基材側から密着層/蒸着層/複合性被膜層/蒸着層/複合性被膜層の順で積層させるこ
とでバリア性をさらに向上させた、非常に高いハイバリアフィルムにしても良い。（I）
を保護するガスバリア性フィルム(II)と組み合わせることにより、過酷な環境下において
も長期間高い非常に高いバリア性能を保持することができる。
【００４１】
ガスバリア性フィルム（Ｉ）とガスバリア性フィルム（II）を積層させる場合、接着剤を
介し蒸着層同士を相対するように貼り合せても良いし、蒸着層が逆面を向くようにフィル
ム基材同士を貼り合せても良い。蒸着層が同方向を向くように並列になるように貼り合せ
ても良い。貼り合せの工程や太陽電池モジュール用裏面保護シートの構成によって適宜選
択できる。
【００４２】
図４は本発明の太陽電池モジュール用裏面保護シートの構成の一実施例である。耐候性フ
ィルム（５）、ガスバリア性フィルム（II）、（Ｉ）、着色フィルム（６）をこの順番で
順次積層し、太陽電池モジュール用裏面保護シートが形成される。
【００４３】
耐候性フィルム（５）とは、耐加水分解性に優れたポリエチレンテレフタレートフィルム
、もしくはフッ素樹脂フィルムである。フッ素樹脂フィルムは、フッ化ビニル樹脂（ＰＶ
Ｆ）フィルム、フッ化ビニリデン樹脂（ＰＶＤＦ）フィルム、三フッ化塩化エチレン樹脂
（ＰＣＴＦＥ）フィルム、エチレン・四フッ化エチレン共重合体（ＥＴＦＥ）フィルム、
ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）フィルム、四フッ化エチレン－パーフルオロア
ルキルビニルエーテル共重合体（ＰＦＡ）フィルムから選ばれるフッ素系基材が上げられ
る。また反射率を上げるために、酸化チタンなどの白色顔料をフィルム中に分散させ白色
化してもよい。
【００４４】
着色フィルムは、太陽電池モジュールの光利用効率を向上させ発電効率を向上させる機能
があり、特に白色は反射率が高く好ましい。白色フィルムとしては、ポリエステルフィル
ムやエチレン－酢酸ビニル（ＥＶＡ）フィルムに白色顔料をフィルム表面に塗布する方法
や、フィルム成形時に練り込む方法、フィルム樹脂中に発泡気泡を有することにより白色
性を発現させるものなどがあり、どれを用いても良い。また意匠性の点から黒色フィルム
を用いてもかまわない。
【００４５】
本発明の太陽電池モジュール用裏面保護シートを構成する各種基材を積層する方法として
は、例えば、ドライラミネ－ション積層方式を採用して積層することができる。ドライラ
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ミネ－ション用接着剤としては、接着強度が長期間の屋外使用で劣化によるデラミネーシ
ョンなどを生じないこと、さらに接着剤が黄変しないことなどが必要であり、高耐熱性、
耐湿熱性等に対応するために、接着剤を構成するビヒクルの主成分としての樹脂等が、架
橋ないし硬化して三次元網目状の架橋構造等を形成し得るものを使用することが望ましい
。例えば、２液硬化型ポリウレタン系接着剤等脂肪族系・脂環系イソシアネ－ト、あるい
は、芳香族系イソシアネ－ト等のイソシアネ－ト系の硬化剤または架橋剤の存在下、熱、
または光からなる反応エネルギーによりラミネ－ト用接着剤が架橋構造を形成するものが
良い。
【００４６】
上記で得られる本発明の太陽電池モジュ－ル用裏面保護シートを用いてなる、太陽電池モ
ジュールは、長期間にわたる過酷な自然環境に耐え得る、耐熱性、耐候性、耐加水分解性
、防湿性、軽量性等の諸特性に優れており、特に水蒸気（水分）や酸素等の侵入を防止す
るガスバリア性が著しく向上し且つ長期間維持されるため、太陽電池としての電気出力特
性を長期にわたり保持することが可能である。
【実施例】
【００４７】
以下、本発明の実施例を挙げて具体的に本発明を説明する。まず、本発明の下記の実施例
において使用した材料について下記に記す。
【００４８】
［アンカーコート層を形成する液］
　アクリルポリオールとトリイジルイソシアネートをアクリルポリオールのＯＨ基に対し
、ＮＣＯ基が等量となるように加え、全固形分が５重量％になるよう酢酸エチルで希釈し
て混合した溶液（液１）。
［複合被膜層を形成する液］
テトラエトキシシラン１０．４ｇに塩酸（０．１Ｎ（規定濃度））８９．６ｇを加え、３
０分間撹拌し加水分解させた固形分３重量％（ＳｉＯ2換算）の加水分解溶液（Ａ液）。
ポリビニルアルコールの３重量％水／イソプロピルアルコール溶液（水：イソプロピルア
ルコール重量比で９０：１０）（Ｂ液）。
γ-グリシドキシプロピルトリメトキシシランを０．１Ｎ（規定濃度）塩酸／イソプロピ
ルアルコール溶液の混合溶液（０．１Ｎ（規定濃度）塩酸：イソプロピルアルコール重量
比で１：１）で3重量%に希釈した液（Ｃ液）。
Ａ液、Ｂ液、Ｃ液を配合比（重量％）で７０／２０／１０に混合した溶液(液２)。
【００４９】
＜ガスバリア性フィルムIａ＞ 
　ポリエチレンテレフタレートフィルム（東レ株式会社製　ルミラーＰ６０（片面コロナ
放電処理グレード）１２μｍ）を基材として、その片面上に、アンカーコート層として液
１をグラビアコート法により厚さ０．２μｍ（乾燥状態）形成した。次いで、電子線加熱
方式による真空蒸着装置により、厚さ３０ｎｍの酸化ケイ素からなる無機化合物蒸着層を
形成した。さらに、その上に液２をグラビアコーターで塗布し乾燥機で１００℃、１分間
乾燥させ、厚さ０．３μｍ（乾燥状態）の複合被膜層を形成しガスバリア性フィルム（I
ａ）を得た。
【００５０】
＜ガスバリア性フィルムIｂ＞ 
　ガスバリア性フィルムIａの複合被膜層の上に、厚さ３０ｎｍの酸化ケイ素からなる無
機化合物蒸着層を形成した。さらに、その上に液２のコーティング剤をグラビアコーター
で塗布し乾燥機で１００℃、１分間乾燥させ、厚さ０．３μｍ（乾燥状態）の被膜層を形
成しガスバリア性フィルム（Iｂ）を得た。
【００５１】
＜ガスバリア性フィルム　II＞ 
　上述のガスバリア性フィルム（Iａ）において、蒸着層の厚みを７０nmにした以外はIａ
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【００５２】
＜実施例１＞ 
　大気側（太陽電池素子反対側）から、耐加水分解性に優れたポリエチレンテレフタレー
トフィルム（東レ株式会社製 X10S　１００μm ）と、ガスバリア性フィルム(II)、ガス
バリア性フィルム（Ｉａ)、白色ポリエステルフィルム（東レ株式会社製 E20　５０μｍ
）を順次、ウレタン系接着剤（塗布量１０ｇ／ｍ2）を介してラミネートし、実施例１の
太陽電池裏面保護シートを作製した。尚、ガスバリア性フィルム（II）、ガスバリア性フ
ィルム（Ｉａ) の蒸着面は白色ポリエチレンテレフタレートフィルム側に配するように積
層した。
【００５３】
＜実施例２＞ 
実施例１において、ガスバリア性フィルム（Ｉａ)の代わりに、ガスバリア性フィルム
（Ｉｂ）を用いた以外は同様にして、太陽電池裏面保護シートを作製した。尚、ガスバリ
ア性フィルム（II）、ガスバリア性フィルム(Ｉｂ)の蒸着面は白色ポリエステルフィルム
側に配するように積層した。
【００５４】
＜比較例１＞ 
実施例１において、ガスバリア性フィルム（II）、ガスバリア性フィルム（Ｉａ）の代わ
りに、ガスバリア性フィルム（II） を積層せず、ガスバリア性フィルム（Ｉａ）のみを
用いた以外は同様にして、太陽電池裏面保護シートを作製した。尚、ガスバリア性フィル
ム 
（Ｉａ）の蒸着面は白色ポリエチレンテレフタレートフィルム側に配するように積層した
。　　　　
【００５５】
＜水蒸気バリア性評価＞
得られた太陽電池裏面保護シートの水蒸気バリア性を、水蒸気透過度測定装置（商品名：
アクアトラン　モコン社製）により４０℃９０％相対湿度雰囲気下で測定した。次にガラ
ス板からなる太陽電池モジュ－ル用表面保護板、２００μｍのＥＶＡシートからなる充填
材シート、その上に１０ｃｍ×１０ｃｍのポリエチレンテレフタレートフィルム（５０μ
ｍ）を配し、さらにその上に本発明で得られた太陽電池裏面保護シートの白色ポリエチレ
ンテレフタレートフィルム側を充填材層に向けて配置した。真空吸引等により一体化して
１５０℃、２０分間熱プレスにより加熱圧着成形により一体成形体した。これを８５℃８
５％ＲＨ環境下に２０００ｈ保存して耐久試験を実施した。試験後、１０ｃｍ×１０ｃｍ
のポリエチレンテレフタレートフィルムを挟んだ部分を切り出して、太陽電池裏面保護シ
ートのみを取り出し、水蒸気透過度を測定した。
【００５６】
＜アモルファスシリコン太陽電池モジュールの出力評価＞
１０ｃｍ×１０ｃｍサイズのガラス板からなる太陽電池モジュ－ル用表面保護板に、化学
気相蒸着によりアモルファスシリコン層を形成し、２００μｍのＥＶＡシートからなる充
填材シート、絶縁フィルム、リード線、２００μｍのＥＶＡシートからなる充填材シート
を配し、さらにその上に本発明で得られた太陽電池裏面保護シートの白色ポリエステルフ
ィルム側を充填材層に向けて配置した。真空吸引等により一体化して１５０℃、２０分間
熱プレスにより加熱圧着成形により一体成形体した。これを８５℃８５％ＲＨ環境下に２
０００ｈ保存して耐久試験を実施した。試験後、アモルファスシリコン太陽電池の出力を
測定し保存前の出力と比較して出力の低下の有無を確認した。
【００５７】
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【表１】

【００５８】
実験結果より、比較例１は水蒸気バリア性も低く、保存試験後にバリアの低下が見られる
のに対し、実施例１、２は水蒸気バリア性も高く85℃８５％相対湿度環境下に２０００ｈ
保存しても高いバリア性を保持する。特に実施例２は、実施例１と比較し保存試験前後で
も高いバリア性を保持する。さらにアモルファスシリコン太陽電池モジュールの出力評価
では比較例が、８５℃８５％相対湿度環境下２０００ｈ保存後に使用に耐えないほど出力
が低下してしまうのに対し、実施例１および２は、出力の低下が見られず、発電効率の性
能を保持できる。
【００５９】
このことは、本発明の太陽電池裏面保護シートは、一般に湿度に対して敏感で、水やガス
の影響により発電効率が低下しやすいとされる、薄膜系太陽電池や、化合物系太陽電池、
有機太陽電池においても、期間にわたる過酷な自然環境に耐えて、太陽電池のジュールの
電力出力特性を維持することが可能な太陽電池用裏面保護シートを提供することができる
。 
【符号の説明】
【００６０】
１・・・基材フィルム
２・・・アンカーコート層
３a・・・蒸着層
３b・・・蒸着層　（厚い蒸着層）
４・・・複合被膜層
５・・・耐候性フィルム
６・・・着色フィルム
７・・・大気側面
８・・・太陽電池素子側面
Iａ・・ガスバリア性フィルム
Iｂ・・ガスバリア性フィルム
II・・ガスバリア性フィルム
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